
一 般 質 問 通 告 書 

令和５年第３回定例会 No.１  

順 位 質 問 者 質 問 事 項 要 旨 質 問 の 相 手 

１ 南  有 隆 １ 与論町の経済と人手不足対策

について 

(１) コロナも落ち着きつつある中で島内の経済状況は物価高やガソリンの

高騰・食料品の値上げなどにより生活が困窮状態にある。物の値段が高

いと買い控えが増え与論町の経済が回らなくなってしまいます。今後ど

のような対策が必要だと考えるのか伺います。 

(２) 相変わらずどの業種も慢性的に人手不足・後継者不足が続いている。

問題を解決するためには働き手を増やす必要がある。その為には子育て

しやすい町・住みやすい町などの島の魅力づくりをして人口増に力を入

れるべきだと考えるが見解を伺います。 

町 長 

 

 

 

町 長 

 

 

 

２ 町行政サービスや情報発信の

デジタル化について 

(１) デジタル社会の中、行政サービスや情報発信はＳＮＳやソーシャルメ

ディア等が利用されている。島民一人一人が情報共有ができ、ＤＸ化に

対応し、不便なく利用できる環境整備が必要だと考えるが見解を伺いま

す。 

町 長 

２ 喜 山 康 三 １ 町長が掲げる主要政策につ

いて 

(１) 「子育て支援」施策は多岐にわたる。どのような施策に重きを置い

て進めるつもりか、財源はどうするのか、見解を伺いたい。 

(２) 貴重な自然環境をしっかり守っていける施策展開とある。放置船を

はじめ産業振興の陰に海浜及び背後地破壊など貴重な自然破壊が進

んでいる。現在までの事業の在り方について PDCA、いわゆる Plan（計

画）、Do（実行）、Check（評価）を行うと伴に弊害除去と再生事業

Action（改善）に取り組む必要があると考える。見解を伺いたい。 

(３) 「暮らしを守る対策」に諸施策を掲げている。凸凹、蛇行、センタ

ーラインや路側帯がかすれ、カーブや変則交差点が多い本町の道路事

情は危険が一杯だ。安全道路構築に向け施策と対策を急ぐ必要があ

る、見解を伺いたい。 

町 長 

 

町 長 

 

 

 

 

町 長 
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  ２ 新供利港建設について (１) 抜港、欠航対策として新港建設が取りざたされているが見解を伺い

たい。 

(２) 供利湾はサンゴが繁茂し、絶好のダイビングポイントで、冬季の波

が荒いときの唯一のダイビングポイントです。港湾建設に伴う湾内サ

ンゴ破壊が進み、観光産業振興に大きな打撃を与えるのは必至です。

関係業者及び地域住民から意見を聴収したか。 

町 長 

 

町 長 

３ 福 地 元 一 郎 １ 共同墓地(納骨堂)について (１) 先に行われた町長選挙で、「田畑候補には何も政策がない。」と、言う

相手候補の応援弁士がいたそうで、演説を聞いたある独居老人から、「共

同墓地もできないのか。」と心配の電話があった。「継続事業だからそん

なことはないと思う。」と答えたが、確認のため改めて伺います。町長は

これまで山町長が進めてきた共同墓地(納骨堂)建設を継続して進めてい

く考えか。 

町 長 

 

２ ＹＭ菌活用による堆肥化実証

実験について 

(１) 増え続ける牛に、糞尿処理が追いつかず、処理を促す目的で去る５月

２２日から７月１５日まで堆肥センターにおいてＹＭ菌活用による堆肥

化実証実験行われたが、与論では費用対効果が得られない結果になった

と聞いた。そこで改めて伺います。 

① 実証実験の結果はどうだったのか。 

② 実証実験の結果を受けて、今後もＹＭ菌活用による堆肥化を推進す

るのか、あるいは別の方法を検討するのか。 

町 長 

４ 林  敏 治 １ 少子化、子育て支援対策につ

いて 

 

(１) 町長は、想いどう力、みんなが輝く島づくりを掲げ、少子化対策、子

育て支援など、子育て家庭が安定して生活できる環境を整えて、民間と

連携した臨機応変な支援サービスの提供や、男性も子育てに参加しやす

い環境づくりなど、未来へ繫ぐ１０年後、飛躍する島づくりを、どのよ

うな手順で計画的に推進していく考えか伺います。 

町 長 
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  ２ 青年団、老人クラブの年齢引

き上げについて 

(１) 現在、少子高齢化、人口減少が進展する中、本町において青年団活動

や老人クラブの活動が行われているが、青年団を１８歳～３５歳までと、

老人クラブを６５歳以上または７０歳以上と年齢を引き上げる考えはな

いか。 

教 育 長 

 

 

 

３ 琴平神社境内の環境整備につ

いて 

(１) 先日、琴平神社境内において、十五夜豊年祭や大島地区相撲大会が盛

大に行われたが、土俵のやぐらが老朽化しているが、改築する必要があ

ると痛感される。また、トイレに行く通路に外灯を設置してほしいと町

民の声があるが、どう対策を講じていく考えか伺います。 

教 育 長 

５ 原  栄 徳 １ 与論港新岸壁整備の必要性に

ついて 

(１) 近年、毎年の様に欠航・抜港、特に条件付き運航が多発し、社会経済

活動への影響が深刻な問題になっているが、与論町としてこの問題への

解決策をどのように考えているか。また、与論島内及び島外の取引業者

等におよぼす経済的な損失は年間どれくらいの額だと試算しているか伺

いたい。 

(２) 欠航・抜港・条件付き運航に伴う物資供給の停滞による医療活動等へ

の影響について、これまでに発生した事案とその対策に向けた与論町と

しての取り組み、また、今後どのような方針でこの問題の対策に取り組

まれるかについて伺いたい。 

(３) 欠航・抜港・条件付き運航に伴う人員輸送の停止や１次産業活動への

影響、子どもたちの教育及び交流活動への影響等、与論町としてこの問

題を改善するための方針・解決策について伺いたい。 

町 長 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

町 長 
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６ 林  隆 壽 １ 与論町の基である農業の振興

対策について 

(１) 農畜産物の生産コストを巡っては、ウクライナ情勢の緊迫化や円安の

影響で燃料・肥料・配合飼料・粗飼料等生産 資材価格高騰に伴い農家

の再生産意欲の減退を招きかねない事態である。この状況をどのように

認識し、現在どのような対策を講じ、今後どのような対策を行っていく

のか伺います。 

(２) 与論町の限られた狭い耕作面積の中で、サトウキビ・畜産・野菜、花

卉、果樹等を生産しているが、過去２０年間の農家数の推移は、約１７

０戸程減少している。若い農業後継者への就農促進のための農地集積が

急務であると考えるが、これまでの農地集積の進捗状況と、今後の取り

組みについて伺います。 

町 長 

 

 

 

 

町 長 

２ 堆肥センターの適正管理運営

について 

(１) 現在、堆肥原料の牛糞を回収する際に農家が回収料を支払っているが、

適切な管理運営がなされているのかとの畜産農家から不安視する声があ

る。今後とも、牛の生産が盛んになれば糞尿の処理対策が重要になって

くるが 品質向上も併せて、適正管理運営について、どのような取り組

みを展開しているのか又、今後の取り組みについて伺います。 

町 長 

３ 上水道施設の石灰問題対策に

ついて 

(１) 上水道施設の石灰堆積問題は、徐々に町民への生活に大きな影響を与

えてきている。町の財政的課題により、前進する様子が見えない中で、

水道器具の取り替えや修理などに高額な負担がかかり、町民の家計にも

圧迫をかける事態が生じているが、これまでの対策の進捗状況と、今後

の対策について伺います。 

町 長 

４ 共同納骨堂建設計画について (１) 現在、町民の声として、家族構成や家庭状況等により、早期建設着工

を要望する声が大きくなっている。共同納骨堂建設計画の進捗状況と今

後の取り組みについて伺います。 

町 長 

 


